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消化管造影剤検査を受けられる患者さん・ご家族の方へ 

造影剤「ガストログラフィン」入荷困難に伴う代替薬使用について 

                                     京都きづ川病院 

                                           院長 中川 達哉 

 

現在、胃や腸の X線検査、治療で一般的に使用されている造影剤「ガストログラフィン経口・注腸用」がメーカ

ーの製造上の問題により出荷制限となり全国的に入手困難な状況となっております。 

当院においても入手予定が立たない状態となっています。そのため検査や治療を安全に継続するため欠品期間は 

代替の造影剤を使用し運用を行います。 

 

・代替使用する造影剤について 

  CT 造影検査や血管造影などに広く使用している安全性の高い非イオン性ヨード造影剤「イオヘキソール注

射液（製品名：オムニパーク）」を使用いたします。 

 

・安全性について 

  本来は血管内投与として承認を得ている造影剤ですが海外では経口や注射についても使用されている実績

があります。 

  今回の使用では消化管に直接投与するため体内へは、尿排泄が約 2％程度でほとんど吸収されず全身への影

響や重篤な副作用が起こる可能性は極めて低いと考えられます。 

 

・適応外使用と承認について 

この造影剤は消化管の使用は国内の添付文書の効能に含まれないため「適応外使用」の扱いになります。 

使用の妥当性については当院の倫理委員会に承認を得て実施しています。 

 

 ・予想される副作用（不利益）について 

  消化管症状：下痢、吐き気、嘔吐 

  アレルギー反応：発疹、かゆみ、じんましんなど 

  その他：万が一副作用や気分不良が生じた場合は直ちに最善の医療処置を行います。 

 

 ・医薬品副作用被害救済制度について 

   国内における消化管投与の承認適応を有しない「適応外使用」であるため、救済制度の対象外となる可能

性がありますのでご了承ください。 

 

 ・同意されない場合について 

   この件に対して不安のある方、使用を希望されない方は検査前に担当医またはスタッフへ遠慮なくお申し

出ください。お申し出によって診療上の不利益を受けることはありません。 

 

以上の事から本件について患者さんお一人ずつから書面による同意書の取得は省略させていただき情報公開

をもって代えさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

                                        京都きづ川病院 放射線技術室  

                                              杉原 哲雄 

                                          （0774）54-1111（代表）     

 


